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ちくりん舎設立までの
道のり 



福島老朽原発を考える会（フクロウの会）と 

放射能測定プロジェクト  

• いわき市、福島、仙台等で反原発を取り組
む市民団体、個人に配布、測定・監視を始
める。また福島市内、飯館村、南相馬など
の土や水をACROに送付。 

 

• 米の反核団体NIRSのご協力で放射線測
定器１０台を入手。 

• 同時にACROからは測定をするのでサンプ
ルをどんどん送れとの提案。 

 

福島市、川俣町の小学校のグランドなどで
高い汚染を発見。 
⇒入学式延期の申し入れ 



福島の親たちが文科省に申し入れをした3日後 

文科省は「1ミリシーベルトを目指す」と発表した。 

しかし現実は20ミリが全ての基準となっている。 

文科省の決定‐ 子ども・大人区別なく年間２０ミリシーベルト 
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尿検査による内部被ばく量の測定 

2011年5月22日～ 
対象150名・延べ190回実施済み 
現在も継続中。 
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仏の放射能測定NGO－ACROで高純度 

ゲルマニウム半導体によるガンマ線解析 
 


